
時間 30時間

単位 1単位

配点 （①担当60点）（②担当20点）（③担当20点）

　・胸腔ドレナージ

筆記試験　基礎看護学方法論Ⅵ30時間のうち1時間を筆記試験にあてる

＜評価方法＞

＜配点＞

100点

根拠と事故防止からみた基礎・臨床看護技術　　医学書院

系統看護学講座　専門分野Ⅰ　基礎看護技術Ⅱ　基礎看護学③　　医学書院

　・無菌操作の基礎知識

③担当：大西（6時間）

　・創傷管理の基礎知識と創傷処置

　・包帯法

12時間：排痰ケアと経管栄養

　・排痰ケア

①担当：藤原

　・吸引と経管栄養の実際

＜教科書・参考書＞

系統看護学講座　専門分野Ⅰ　基礎看護技術Ⅰ　基礎看護学②　　医学書院

　・罨法の種類と技術

　・罨法の実践

12時間：感染予防と創処置（含包帯法）

　・感染の基礎知識

　・感染防止対策
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講  義  概  要

科目名 基礎看護学方法論Ⅵ １学年

担当講師
①藤原敦子（看護師実務経験10年）②立花みどり（感染認定看護師）
③大西博子(看護師)

　・感染経路別予防策

＜授業のねらい＞

罨法の種類と罨法が身体に及ぼす影響を理解しその実際について学ぶ

感染経路別予防策を学び、適切に実践できるようにする

呼吸を整える技術を理解し、排痰ケアと経管栄養の実際について学ぶ

＜講義内容＞

5時間：罨法

①担当：藤原

②担当：立花（6時間）


